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Ⅴ アウトカム項目

事業所は、市営地下鉄ブルーライン「下飯田駅」より徒歩約１０分位、自然豊かで
静かな住宅街にある、２階建て２ユニットのグループホームです。自家菜園を持っ
ています。平成１９年１２月に開設して以来、９年２ヶ月の実績があり、運営法人
は、横浜市泉区・瀬谷区を中心に数多くのグループホームや各種の介護事業などを
展開する株式会社です。
＜優れている点＞
地域・町内会と交流を積極的に行っています。町内会行事の敬老会、地域清掃など
に参加し、バーベキュー大会には管理者が手伝いに行っています。運営推進会議に
町内会長などの地域の人が出席し、行事についての相談をしています。運営推進会
議前に夜間想定避難訓練を行い、近隣住民の人が７、８名参加し、外に避難した利
用者の見守りをしてくれています。事業所行事の芋煮会に、地域の人々を招待して
います。また、医療連携体制加算を受け、医療面での体制が整えられています。精
神科医・内科医の往診が月２回あり、必要がある場合は皮膚科の医師も往診に来て
います。内科、精神科、皮膚科以外の耳鼻科など他科の受診には、職員が同行して
います。
＜工夫点＞
建物全体がゆったりと余裕をもって作られています。設備面について様々な工夫が
されています。車イス対応のシャワー付のトイレ、リビングの床暖房、和室の共有
スペース、畳の居室や夫婦部屋になる居室もあります。

ゆとりは自然豊かな和泉川近くの住宅街にあります。田畑の農作物や川沿いの遊歩道
の草花を見て四季を感じる事ができ、川の鯉への餌やりも楽しみの一つです。また２
階からは富士山も眺める事が出来ます。町内会、近隣の方々は認知症高齢者に理解の
ある方が多く、交流も盛んです。ゆとりの近隣住民連携夜間想定避難訓練には毎回多
くの方にご協力頂いております。法人としては24時間体制訪問看護、介護タクシー、
訪問入浴等の事業所があり、介護度が重くなっても安心して生活出来ます。人材育成
にも力を入れており、資格や経験年数に合わせた内部研修や、事例発表会、初任者研
修の資格取得の為のスクールも年２回開講しています。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

認知症対応型共同生活介護

56 ～ 68

）

36 ～ 55

評 価 結 果
市町村受理日

http://www.wam.go.jp/wamappl/hyoka/003hyoka/hyokanri.nsf/pSearch3?Open

平成29年4月21日
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの 〇 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

〇 2，数日に1回程度ある 〇 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 〇 1，大いに増えている

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

〇 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホームゆとり

 ユニット名 アリス

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

株式会社フィールズ



グループホームゆとり.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

「地域の中で共に成長しながら歩める
ホーム」という理念を掲げ、町内行事
（環境整備、防災訓練など）に参加し
たり、運営推進会議や、近隣住民連携
避難訓練を通して、地域の方と接する
機会を積極的に持ち、当ホームに対す
る理解を深めていただいています。

理念は、事務所に掲示しています。理
念を踏まえた法人と事業所の年度目標
も掲示しています。新しく入職した職
員には理念を説明しています。２月の
管理者会議で、今までの年度目標の振
り返りと新年度の年度目標を発表して
います。

理念を踏まえた年度目標もあ
りますが、職員一人ひとりが
理念を共有するための会議な
ど、理念を確認する体制作り
も期待されます。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

町内会に加入し町内行事（敬老会・環
境美化・防災訓練など）への参加や、
回覧板を出す、散歩、運営推進会議な
どで交流しています。行事の際は、委
員やボランティアという形でも参加し
ています。

町内会に加入して、回覧板が回ってき
ます。町内会主催の地域清掃や防災訓
練、敬老会、神社の礼祭などの行事に
参加しています。バーベキュー大会に
管理者が手伝いに行っています。夜間
想定訓練には、地域の人々が参加して
います。

同じ地域包括エリアに同法人のＧＨが
複数あることで気軽にホーム見学に来
て頂いたり、地域住民向けの介護教室
の講師、実習生の受け入れなどの実績
を積んでいます。

毎回活発な意見交換がなされていま
す。特に防災に関する意識は皆様高
く、近隣住民連携避難訓練では委員の
方の呼びかけで多くの方に参加いただ
き、夜間想定で行い、地域の方の意見
を基に改善を図っています。

２ヶ月に１度単独で開催し、地域の
人々が参加しています。町内会の行事
などの連絡や事業所行事の相談をして
います。運営推進会議の前に夜間想定
避難訓練を行い、地域住民の人が多く
参加し、会議で避難訓練の改善点を話
し合っています。

地域包括支援センターの職員、区役所
保護担当、高齢支援課職員とは、密に
連絡を取り合い、相談できる関係が築
けています。特に身寄りのない利用者
の相談など、保護課の担当CWとは、協
力して進めることが必須となっていま
す。

区社会福祉施設など防災研修会や健康
福祉局衛生管理講習会に出席していま
す。市認知症高齢者グループホーム連
絡会総会や戸塚・泉区グループホーム
連絡会に出席しています。区の高齢支
援課には利用者の自主支援の更新手続
などの相談をしています。

株式会社フィールズ



グループホームゆとり.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

身体拘束マニュアルを基に、全スタッ
フが理解を深められるように研修を
行っています。防犯上の観点から玄関
は施錠していますが、ベランダは開放
し、ベンチを置いて、自由に過ごせる
工夫をしています。

「身体拘束マニュアル」など関係マ
ニュアルを整備しています。「ケアの
あり方対応チェックシート」を作成し
ています。身体拘束について入職時に
説明をしています。

身体拘束の対象となる具体的
な行為についての研修が行わ
れていません。身体拘束につ
いての研修実施の取り組みが
期待されます。

法人独自の「ケアの在り方チェック
シート」を活用し、定期的にスタッフ
が日々のケアを振り返ることが出来る
機会を設けています。

社内の勉強会や、横浜市主催の研修で
「成年後見制度」について学ぶ機会が
あります。当ホームに成年後見制度に
関するマニュアルもあり、自由に閲覧
することが出来ます。実際、成年後見
人を立てている利用者もいます。

契約前に必ず面談し、質問や不安な点
等伺うようにしています。法人内のＧ
Ｈから本人・家族の希望に沿ったＧＨ
を選ぶことも出来ます。また、契約時
の疑問にすぐ対応出来るように、入居
相談担当に連絡が取れる体制が整って
います。

面会の際や電話、家族会などの機会に
家族の意見を伺っています。苦情申し
立て機関は、契約時の重要事項説明書
に記載されている他、玄関にも掲示し
てあります。

年２回の家族会で意見や要望を聞く機
会を設け、家族の来訪の際も配慮して
います。家族から寝具の相談や、書く
事の好きな利用者の生活にノートを取
り入れて欲しいことなど反映していま
す。

株式会社フィールズ



グループホームゆとり.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

日々の申し送りやカンファレンス、
ホーム会議等でスタッフの意見を汲み
取り、管理者会議で提案したり、担当
課長に相談・報告しています。

管理者は、日頃から職員に話し掛け、
話しやすい雰囲気作りをしています。
月に１回のユニット会議では、職員か
ら意見や希望を聞き、実現に向けて検
討しています。リネン交換の時間帯を
変更したり、職員のシフトによって掃
除の体制を変更しています。

スタッフの資格取得に向けた支援を
行っています。また年２回人事考課を
行っており、良いところを評価するな
どスタッフのモチベーションに気をか
けています。それぞれの得意分野を尊
重し、協力し合い、補い合っていける
関係を支援しています。

勉強会などの内部研修、資格取得の為
の講習は、自己研鑽のため出来る限り
参加を呼びかけています。平等に参加
出来るように、勤務調整も行っていま
す。社内の教育委員会や勉強会委員会
を中心に経験年数別の研修計画を立て
人材育成にも力を入れています。

横浜市グループホーム連絡会主催の交
換研修や、ブロック会の研修、実践者
研修へ参加することで、同業者との交
流、ネットワーク作りが出来るように
努めています。管理者は同じ区内のＧ
Ｈの管理者と意見交換をする機会があ
ります。

入居相談の段階からニーズを伺い、
サービス開始の際は、本人・家族との
話し合いをもとにモニタリングを行
い、介護支援計画を立案しています。
当ホームでの暮らしに慣れるまで毎日
電話で報告するなど、きめ細やかな
サービスを心がけています。

株式会社フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

契約時に家族の希望・要望を伺い、介
護支援計画に挙げています。希望に応
じて定期的に連絡したり、毎月「一行
日記」でも日々の様子を報告していま
す。ホーム行事の様子はホームページ
でも見られるようになっています。

ほとんどの方が、まずは「新しい環境
に慣れる」ということに重点を置き、
身体的・精神的に安心できる環境づく
りに努めています。

一人一人の得意なことを尊重し、テー
ブル拭き・掃除・洗濯物たたみ・カー
テン閉めなど一緒に行っています。昔
からの風習や、生活の知恵、草花の名
前など、スタッフが教わることも多く
あります。

些細なことでも、家族に相談・報告
し、双方で利用者を支えていける関係
を築いています。又、受診の際は可能
な限り家族にも協力を依頼し、身体状
況を共に把握して頂きます。

近所だった方や親戚など、これまでの
生活のなかで築いてきた馴染みの方々
との関係を大切にしています。家族と
買い物や外食に行かれる方もいます。

本人がこれまで大切にしてきた情報を
職員で把握し、年賀状送付などの継続
支援をしています。家族と買い物や外
食、思い出の場所に出かける利用者も
います。散歩の際にカメラを持って馴
染みの風景の写真撮影をする利用者も
います。町内会との交流もあります。

株式会社フィールズ
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

利用者同士の相性を考え、食席を決め
たり、スタッフが間に入り関係作りの
フォローをすることもあります。一緒
に生活する中で、利用者同士で助け
合ったり、心配し合ったりする関係が
築けています。

退所された後も、電話やメールで家族
から連絡を頂いたり、新たな生活の場
に面会に行くなど、当ホームでのサー
ビスが終了しても良い関係が築けてい
ます。

自立度の高い方の日用品や趣味の買い
物はスタッフと共に行く個別支援を
行っており、家族がいらっしゃる方
は、家族にも協力して頂いています。
自己表現の厳しい方は日々の関わりの
中から思いを汲み取り支援を行ってい
ます。

職員は、利用者に良く話し掛け、表情
や仕草で意向を読み取るようにしてい
ます。お茶の時間や散歩の時など日常
会話をする中で、利用者の好みや希望
を聞いています。把握した思いや意向
は申し送り時に伝えたり、ケース記録
に記載して職員が共有しています。

入居時に得た情報のほか、日々の会話
の中からそれまでの暮らし・習慣・仕
事などの情報を集め、記録に残してス
タッフ間で共有し、サービスに繋げら
れるようにしています。

現在出来ること、出来なくなってきた
ことなど、小さな変化も見逃さず、ス
タッフで共有するようにしています。
カンファレンスで話し合い、今後の
サービスに生かしています。

株式会社フィールズ
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

本人、家族の希望を伺い、スタッフ間
でもカンファレンスで意見を出し合い
検討します。また、主治医や訪問看護
師にも相談し、サービスに役立ててい
ます。利用者に変化があった場合は、
早急に介護支援計画の変更を行ってい
ます。

本人、家族から希望を聞いて、毎月の
カンファレンスで職員から意見を聞
き、ケアプランの評価を行い、モニタ
リングシート、アセスメント表を作成
した後、医療連携ノートを確認してケ
アプランを作成しています。更新は
３ヶ月に１度行っています。

日々の記録は、第三者が読んでもわか
りやすいように、具体的に書くように
心がけています。カンファレンスで
は、利用者一人一人について振り返
り、意見を出し合い、介護支援計画に
生かせるようにしています。

レストラン「風の音」での食事会や音
楽療法での外出、本格的な中華料理の
配達で食事に変化を持たせる工夫や、
介護タクシー、訪問入浴、医療との連
携、福祉用具レンタル、他ＧＨとの交
流の機会など、多方面から取り組んで
います。

利用者全員が町内会に加入し、敬老
会、防災訓練、町内清掃に参加した
り、回覧板を回したり、運営推進会議
の際に交流したり、利用者一人一人が
それぞれの形で地域の中で生活してい
ます。

内科・精神科・皮膚科・歯科の往診
医、訪問看護師とは「医療連携ノー
ト」を使い、本人、家族の希望や相談
事も共有できるようになっています。
当ホームの隣にある歯科医院も認知症
高齢者に理解があり、柔軟に対応して
くれます。

内科医と精神科医が月２回往診に来て
います。皮膚科の医師は、必要に応じ
て往診に来ています。耳鼻科などのか
かりつけ医以外への受診は職員が同行
しています。その診療結果は「医療連
携ノート」を使用して、かかりつけ医
へ伝えています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

「医療連携ノート」を使い、スタッ
フ・看護師・医師が相互に情報を共有
できるようになっています。また、看
護師とは２４時間電話連絡が取れる体
制が整っており、夜間の急変時などで
も相談・指示を受けることが出来ま
す。

家族がいない場合や遠方の場合は、管
理者が窓口となり、病院や役所のケー
スワーカーと連絡を取り合い、医師・
看護師との連絡調整を行っています。
また、退院後も病院に相談しやすい関
係作りをしています。

本人、家族の考えを尊重し、希望に
添ったターミナルが迎えられるように
医師・看護師との連携体制が出来てい
ます。法人内ではターミナルケアの実
績も多く、マニュアルが整備されてい
ます。事例発表などを聴く機会もあ
り、スタッフの意識は高いです。

「ターミナルケアマニュアル」を整備
し、入居時に家族や利用者に「重度化
における対応に係る指針」を説明して
います。法人内部の他のグループホー
ムでは看取りの経験が豊富なため、法
人の内部研修会や事例発表会で取り上
げています。

消防署や、町内会の訓練に参加し、緊
急時の対処法（心臓マッサージ、ＡＥ
Ｄ）について実践的な講習積んでいま
す。防災担当スタッフが中心となり訓
練計画を立て、避難訓練では、管理者
が講師をしたり、消防隊員から学ぶ機
会があります。

消防署立ち会いで近隣住民連携夜間想
定避難訓練を年２回行っています。緊
急時の地域連絡網や協力体制は消防署
からもモデルケースとして評価を得て
います。災害時の食品や物品の備蓄も
整っており、担当スタッフが定期的に
チェックしています。

年２回消防署立ち会いのもと多数の近
隣住民の参加を得て、夜間想定避難訓
練を行っています。運営推進会議で出
された改善意見も踏まえ、緊急対策を
工夫しています。緊急連絡網、協力体
制の経路がわかりやすく掲示されてい
ます。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

個人情報は、事務所の鍵のかかるロッ
カーに保管しています。不適切と思わ
れる声かけなどあった場合は、その都
度検討するようにしています。プライ
バシー保護や個人情報・接遇・倫理に
ついては社内研修でも取り上げ、皆で
考える機会があります。

利用者のプライバシーを損ねないよう
言葉掛けなど接遇に配慮をしていま
す。「言葉のチェックシート」や「ケ
アのあり方対応シート」で職員自身が
振り返りをして対応の見直しをしてい
ます。勉強会でも対応について振り返
りをしています。

おやつの際の飲み物（コーヒー、日本
茶etc...）余暇はどう過ごすか外食の
際のメニューなど、本人の希望が引き
出せるような声かけの仕方が出来るよ
うに心がけています。

天候や体調、その日の気分によってど
う過ごすか決めて頂いています。余暇
の過ごし方も、無理強いはせず、居室
で読書・音楽鑑賞・園芸をしたり、リ
ビングでテレビを観たり、お話しをし
たり、それぞれに過ごして頂いていま
す。

入浴日以外でも衣類の汚れてしまった
際は、その都度着替えて頂いていま
す。その際スタッフと共に衣類を選び
ワンパターンにならないよう配慮をし
ています。

気の合う利用者同士で可能な限り同じ
テーブルで食事やおやつを召し上がっ
て頂いています。盛り付けや食器拭
き、テーブル拭きを手伝って頂く事も
あります。

メニューはその日ごとに考えていま
す。利用者の食べたい物を聞いたり、
自家菜園の野菜を使ったり、季節ごと
の行事食なども取り入れています。利
用者の好みの食器を使い、楽しく食べ
られる工夫をしています。職員と準備
や片付けをすることもあります。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

１日の食事・水分量がチェック表で把
握出来るようになっています。状態に
応じ、ミキサー、キザミ、トロミなど
食事形態を変えて提供しています。献
立の栄養バランスや利用者の状況な
ど、管理栄養士が定期的に訪問し、
チェックしてくれています。

毎食後の口腔ケアは習慣で行っていま
す。一人一人の状況に合わせ、声かけ
や部分的な介助をしながら行っていま
す。隣の歯科医院や往診の歯科医に口
腔内のチェックや口腔ケアの際のアド
バイスなどお願いすることも出来ま
す。

排泄チェックシートを使い、一人一人
の排泄パターンた声かけのタイミング
など把握し、対応しています。

トイレでの排泄を大切にしています。
利用者個々の排泄パターンをチェック
シートで確認し、声掛けや誘導に配慮
しています。紙おむつやパッドなどの
使い分けは申し送りやカンファレンス
で確認し、試し期間を経て自立に向け
た支援ができるよう配慮しています。

散歩や体操を日課にし、水分、乳製品
を積極的に取り入れる工夫、トイレに
座る習慣、医師・看護師と連携し、薬
でコントロールする方法など、多方面
からアプローチしています。また、便
秘が及ぼす精神的な悪影響について
も、スタッフの理解を深めています。

週２回のペースで入浴され、体調によ
り入浴出来なかった際や希望時は柔軟
に対応しています。ゆず湯や菖蒲湯、
入浴剤を入れるなど、リラックスでき
る工夫もしています。介護度が重く
なった方は訪問入浴を利用されていま
す。

週２回の入浴を基本としていますが、
利用者の体調や希望を配慮した対応を
しています。入浴を拒む利用者には気
分転換や会話で工夫しています。季節
の入浴剤を入れたり、会話にも配慮し
て入浴を楽しむことができるように支
援しています。
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実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

入浴後や食事の後、また前の晩あまり
眠れなかった時など、日中で休息を
とっていただいています。天気の良い
日に布団を干したり、季節に応じて寝
具を替えたり安眠できるよう環境を整
えています。昼間、外気浴をして陽に
当たる機会も多くとっています。

個人ファイルに内服薬一覧をファイル
し、お薬手帳で服薬内容の変化や効
果、副作用など、一目で分かるように
しています。薬の変更等があった場合
は、副作用などの注意点も含め、業務
日誌に書きスタッフに周知していま
す。

食器拭き、新聞折り、掃除、洗濯物た
たみ、リネン類の交換など、出来る事
を無理のない範囲で手伝って頂いてい
ます。趣味の時間を大切にされ居室で
塗り絵、パズル等を楽しまれる方もい
ます。

毎日の散歩は日課となっており、歩行
状態に合わせて散歩コースが選べま
す。１階・２階の方で一緒に行くこと
もあります。区の写真展に行ったり、
家族と外食や買い物に行く機会もあり
ます。

散歩はその日の天候や利用者の体調、
希望に合わせてコースを決めていま
す。町内会の行事に参加したり、じゃ
がいも堀りや花見などの行事ごとに外
出の支援をしています。家族と外出を
したり、買い物の希望にそって職員も
対応しています。

家族と買い物・食事に行ったり、散歩
途中でジュースを買ったりする機会が
あります。

株式会社フィールズ



グループホームゆとり.xls

自己評価

実施状況 実施状況
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自
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外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

電話はいつでも使えるようになってい
ます。誕生日や敬老の日にプレゼント
が届いた際、お礼をしたり、家族との
年賀状のやりとりも楽しみにされてお
り、家族宛ての年賀状は本人に一言書
いていただいています。

換気や空調の管理はこまめに行ってい
ます。リビングには加湿・空気清浄機
を設置し、各居室にも温湿度計を設置
しています。共用空間には、クリスマ
スツリーや七夕飾りなど、皆で飾り付
けし、季節感を出しています。

台所を中心にＬ字型にリビング、食堂
があり、広々としています。東南から
の日差しで終日明るく、窓からは樹木
や畑が眺められ、四季を感じることが
できます。桜の花見も楽しめます。職
員と一緒に作った折鶴の作品や利用者
の描いた絵、行事で過ごした利用者の
写真が飾られています。

テーブルを囲んで話をしながら食事を
したり、ソファでテレビを観たり、皆
で音楽を聴いたりする場所がありま
す。ベランダに一人ぶらりと出て、外
気浴をする方もいます。

家族との写真や自分で描いた絵を飾っ
たり、馴染みの家具を置いたりされて
います。本棚や飾り棚、テレビなどを
置き、居室での時間を大切にされてい
る方もいます。中庭に温室を置き、園
芸を楽しまれる方もいます。

各居室には、エアコンが設置され、温
湿度の管理に配慮しています。馴染み
の家具が置かれたり、趣味の絵画やプ
ラモデル、家族の写真などを持ち込ん
で飾っています。中にはサボテンを育
てるなど、思い思いに過ごせるよう工
夫しています。

開放感のあるベランダにはベンチが置
かれ、のんびりしたり一緒に洗濯物を
干したり出来ます。当ホームは全面バ
リアフリーで手すりやコールボタンも
各所に設置されています。また庭には
畑があり、収穫を楽しむことが出来ま
す。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの 〇 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 〇 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 〇 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　〇　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホームゆとり

 ユニット名 ベル

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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グループホームゆとり.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

毎回活発な意見交換がなされていま
す。特に防災に関する意識は皆様高
く、近隣住民連携避難訓練では委員の
方の呼びかけで多くの方に参加いただ
き、夜間想定で行い、地域の方の意見
を基に改善を図っています。

地域包括支援センターの職員、区役所
保護担当、高齢支援課職員とは、密に
連絡を取り合い、相談できる関係が築
けています。特に身寄りのない利用者
の相談など、保護課の担当CWとは、協
力して進めることが必須となっていま
す。

町内会に加入し町内行事（敬老会・環
境美化・防災訓練など）への参加や、
回覧板を出す、散歩、運営推進会議な
どで交流しています。行事の際は、委
員やボランティアという形でも参加し
ています。

同じ地域包括エリアに同法人のＧＨが
複数あることで気軽にホーム見学に来
て頂いたり、地域住民向けの介護教室
の講師、実習生の受け入れなどの実績
を積んでいます。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

「地域の中で共に成長しながら歩める
ホーム」という理念を掲げ、町内行事
（環境整備、防災訓練など）に参加し
たり、運営推進会議や、近隣住民連携
避難訓練を通して、地域の方と接する
機会を積極的に持ち、当ホームに対す
る理解を深めていただいています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

面会の際や電話、家族会などの機会に
家族の意見を伺っています。苦情申し
立て機関は、契約時の重要事項説明書
に記載されている他、玄関にも掲示し
てあります。

社内の勉強会や、横浜市主催の研修で
「成年後見制度」について学ぶ機会が
あります。当ホームに成年後見制度に
関するマニュアルもあり、自由に閲覧
することが出来ます。実際、成年後見
人を立てている利用者もいます。

契約前に必ず面談し、質問や不安な点
等伺うようにしています。法人内のＧ
Ｈから本人・家族の希望に沿ったＧＨ
を選ぶことも出来ます。また、契約時
の疑問にすぐ対応出来るように、入居
相談担当に連絡が取れる体制が整って
います。

身体拘束マニュアルを基に、全スタッ
フが理解を深められるように研修を
行っています。防犯上の観点から玄関
は施錠していますが、ベランダは開放
し、ベンチを置いて、自由に過ごせる
工夫をしています。

法人独自の「ケアの在り方チェック
シート」を活用し、定期的にスタッフ
が日々のケアを振り返ることが出来る
機会を設けています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

横浜市グループホーム連絡会主催の交
換研修や、ブロック会の研修、実践者
研修へ参加することで、同業者との交
流、ネットワーク作りが出来るように
努めています。管理者は同じ区内のＧ
Ｈの管理者と意見交換をする機会があ
ります。

入居相談の段階からニーズを伺い、
サービス開始の際は、本人・家族との
話し合いをもとにモニタリングを行
い、介護支援計画を立案しています。
当ホームでの暮らしに慣れるまで毎日
電話で報告するなど、きめ細やかな
サービスを心がけています。

スタッフの資格取得に向けた支援を
行っています。また年２回人事考課を
行っており、良いところを評価するな
どスタッフのモチベーションに気をか
けています。それぞれの得意分野を尊
重し、協力し合い、補い合っていける
関係を支援しています。

勉強会などの内部研修、資格取得の為
の講習は、自己研鑽のため出来る限り
参加を呼びかけています。平等に参加
出来るように、勤務調整も行っていま
す。社内の教育委員会や勉強会委員会
を中心に経験年数別の研修計画を立て
人材育成にも力を入れています。

日々の申し送りやカンファレンス、
ホーム会議等でスタッフの意見を汲み
取り、管理者会議で提案したり、担当
課長に相談・報告しています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

近所だった方や親戚など、これまでの
生活のなかで築いてきた馴染みの方々
との関係を大切にしています。家族と
買い物や外食に行かれる方もいます。

一人一人の得意なことを尊重し、テー
ブル拭き・掃除・洗濯物たたみ・カー
テン閉めなど一緒に行っています。昔
からの風習や、生活の知恵、草花の名
前など、スタッフが教わることも多く
あります。

些細なことでも、家族に相談・報告
し、双方で利用者を支えていける関係
を築いています。又、受診の際は可能
な限り家族にも協力を依頼し、身体状
況を共に把握して頂きます。

契約時に家族の希望・要望を伺い、介
護支援計画に挙げています。希望に応
じて定期的に連絡したり、毎月「一行
日記」でも日々の様子を報告していま
す。ホーム行事の様子はホームページ
でも見られるようになっています。

ほとんどの方が、まずは「新しい環境
に慣れる」ということに重点を置き、
身体的・精神的に安心できる環境づく
りに努めています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

入居時に得た情報のほか、日々の会話
の中からそれまでの暮らし・習慣・仕
事などの情報を集め、記録に残してス
タッフ間で共有し、サービスに繋げら
れるようにしています。

現在出来ること、出来なくなってきた
ことなど、小さな変化も見逃さず、ス
タッフで共有するようにしています。
カンファレンスで話し合い、今後の
サービスに生かしています。

退所された後も、電話やメールで家族
から連絡を頂いたり、新たな生活の場
に面会に行くなど、当ホームでのサー
ビスが終了しても良い関係が築けてい
ます。

自立度の高い方の日用品や趣味の買い
物はスタッフと共に行く個別支援を
行っており、家族がいらっしゃる方
は、家族にも協力して頂いています。
自己表現の厳しい方は日々の関わりの
中から思いを汲み取り支援を行ってい
ます。

利用者同士の相性を考え、食席を決め
たり、スタッフが間に入り関係作りの
フォローをすることもあります。一緒
に生活する中で、利用者同士で助け
合ったり、心配し合ったりする関係が
築けています。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

内科・精神科・皮膚科・歯科の往診
医、訪問看護師とは「医療連携ノー
ト」を使い、本人、家族の希望や相談
事も共有できるようになっています。
当ホームの隣にある歯科医院も認知症
高齢者に理解があり、柔軟に対応して
くれます。

レストラン「風の音」での食事会や音
楽療法での外出、本格的な中華料理の
配達で食事に変化を持たせる工夫や、
介護タクシー、訪問入浴、医療との連
携、福祉用具レンタル、他ＧＨとの交
流の機会など、多方面から取り組んで
います。

利用者全員が町内会に加入し、敬老
会、防災訓練、町内清掃に参加した
り、回覧板を回したり、運営推進会議
の際に交流したり、利用者一人一人が
それぞれの形で地域の中で生活してい
ます。

本人、家族の希望を伺い、スタッフ間
でもカンファレンスで意見を出し合い
検討します。また、主治医や訪問看護
師にも相談し、サービスに役立ててい
ます。利用者に変化があった場合は、
早急に介護支援計画の変更を行ってい
ます。

日々の記録は、第三者が読んでもわか
りやすいように、具体的に書くように
心がけています。カンファレンスで
は、利用者一人一人について振り返
り、意見を出し合い、介護支援計画に
生かせるようにしています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

消防署や、町内会の訓練に参加し、緊
急時の対処法（心臓マッサージ、ＡＥ
Ｄ）について実践的な講習積んでいま
す。防災担当スタッフが中心となり訓
練計画を立て、避難訓練では、管理者
が講師をしたり、消防隊員から学ぶ機
会があります。

消防署立ち会いで近隣住民連携夜間想
定避難訓練を年2回行っています。緊急
時の地域連絡網や協力体制は消防署か
らもモデルケースとして評価を得てい
ます。災害時の食品や物品の備蓄も
整っており、担当スタッフが定期的に
チェックしています。

家族がいない場合や遠方の場合は、管
理者が窓口となり、病院や役所のケー
スワーカーと連絡を取り合い、医師・
看護師との連絡調整を行っています。
また、退院後も病院に相談しやすい関
係作りをしています。

本人、家族の考えを尊重し、希望に
添ったターミナルが迎えられるように
医師・看護師との連携体制が出来てい
ます。法人内ではターミナルケアの実
績も多く、マニュアルが整備されてい
ます。事例発表などを聴く機会もあ
り、スタッフの意識は高いです。

「医療連携ノート」を使い、スタッ
フ・看護師・医師が相互に情報を共有
できるようになっています。また、看
護師とは24時間電話連絡が取れる体制
が整っており、夜間の急変時などでも
相談・指示を受けることが出来ます。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

気の合う利用者同士で可能な限り同じ
テーブルで食事やおやつを召し上がっ
て頂いています。盛り付けや食器拭
き、テーブル拭きを手伝って頂く事も
あります。

天候や体調、その日の気分によってど
う過ごすか決めて頂いています。余暇
の過ごし方も、無理強いはせず、居室
で読書・音楽鑑賞・園芸をしたり、リ
ビングでテレビを観たり、お話しをし
たり、それぞれに過ごして頂いていま
す。

入浴日以外でも衣類の汚れてしまった
際は、その都度着替えて頂いていま
す。その際スタッフと共に衣類を選び
ワンパターンにならないよう配慮をし
ています。

個人情報は、事務所の鍵のかかるロッ
カーに保管しています。不適切と思わ
れる声かけなどあった場合は、その都
度検討するようにしています。プライ
バシー保護や個人情報・接遇・倫理に
ついては社内研修でも取り上げ、皆で
考える機会があります。

おやつの際の飲み物（コーヒー、日本
茶etc...）余暇はどう過ごすか外食の
際のメニューなど、本人の希望が引き
出せるような声かけの仕方が出来るよ
うに心がけています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

散歩や体操を日課にし、水分、乳製品
を積極的に取り入れる工夫、トイレに
座る習慣、医師・看護師と連携し、薬
でコントロールする方法など、多方面
からアプローチしています。また、便
秘が及ぼす精神的な悪影響について
も、スタッフの理解を深めています。

週２回のペースで入浴され、体調によ
り入浴出来なかった際や希望時は柔軟
に対応しています。ゆず湯や菖蒲湯、
入浴剤を入れるなど、リラックスでき
る工夫もしています。介護度が重く
なった方は訪問入浴を利用されていま
す。

毎食後の口腔ケアは習慣で行っていま
す。一人一人の状況に合わせ、声かけ
や部分的な介助をしながら行っていま
す。隣の歯科医院や往診の歯科医に口
腔内のチェックや口腔ケアの際のアド
バイスなどお願いすることも出来ま
す。

排泄チェックシートを使い、一人一人
の排泄パターンた声かけのタイミング
など把握し、対応しています。

1日の食事・水分量がチェック表で把握
出来るようになっています。状態に応
じ、ミキサー、キザミ、トロミなど食
事形態を変えて提供しています。献立
の栄養バランスや利用者の状況など、
管理栄養士が定期的に訪問し、チェッ
クしてくれています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

家族と買い物・食事に行ったり、散歩
途中でジュースを買ったりする機会が
あります。

食器拭き、新聞折り、掃除、洗濯物た
たみ、リネン類の交換など、出来る事
を無理のない範囲で手伝って頂いてい
ます。趣味の時間を大切にされ居室で
塗り絵、パズル等を楽しまれる方もい
ます。

毎日の散歩は日課となっており、歩行
状態に合わせて散歩コースが選べま
す。１階・２階の方で一緒に行くこと
もあります。区の写真展に行ったり、
家族と外食や買い物に行く機会もあり
ます。

入浴後や食事の後、また前の晩あまり
眠れなかった時など、日中で休息を
とっていただいています。天気の良い
日に布団を干したり、季節に応じて寝
具を替えたり安眠できるよう環境を整
えています。昼間、外気浴をして陽に
当たる機会も多くとっています。

個人ファイルに内服薬一覧をファイル
し、お薬手帳で服薬内容の変化や効
果、副作用など、一目で分かるように
しています。薬の変更等があった場合
は、副作用などの注意点も含め、業務
日誌に書きスタッフに周知していま
す。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

家族との写真や自分で描いた絵を飾っ
たり、馴染みの家具を置いたりされて
います。本棚や飾り棚、テレビなどを
置き、居室での時間を大切にされてい
る方もいます。中庭に温室を置き、園
芸を楽しまれる方もいます。

開放感のあるベランダにはベンチが置
かれ、のんびりしたり一緒に洗濯物を
干したり出来ます。当ホームは全面バ
リアフリーで手すりやコールボタンも
各所に設置されています。また庭には
畑があり、収穫を楽しむことが出来ま
す。

換気や空調の管理はこまめに行ってい
ます。リビングには加湿・空気清浄機
を設置し、各居室にも温湿度計を設置
しています。共用空間には、クリスマ
スツリーや七夕飾りなど、皆で飾り付
けし、季節感を出しています。

テーブルを囲んで話をしながら食事を
したり、ソファでテレビを観たり、皆
で音楽を聴いたりする場所がありま
す。ベランダに一人ぶらりと出て、外
気浴をする方もいます。

電話はいつでも使えるようになってい
ます。誕生日や敬老の日にプレゼント
が届いた際、お礼をしたり、家族との
年賀状のやりとりも楽しみにされてお
り、家族宛ての年賀状は本人に一言書
いていただいています。

株式会社フィールズ



優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 6

身体拘束の対象となる具体的な行為につい
ての研修が行われていない、身体拘束につ
いての研修実施の取り組みが不足してい
る。

身体拘束の具体例、拘束にならない対応方
法など研修で得た知識を全職員で統一す
る。

アイシマの２９年度目標に職員教育の充
実、職員のレベルアップのため研修に力を
入れるという目標があります。ホームとし
ても身体拘束・虐待などの研修に積極的に
参加し、得た知識をホームにフィードバッ
クして全職員で共有できるようにしていき
たい。（ホーム・ユニット会議時に報告す
る、回覧ファイルを作成する等）

6ヶ月

2 ヶ月

3 ヶ月

平成28年度
目標達成計画

事業所名　グループホーム　ゆとり

作成日：　平成29年4月11日


